
地中埋設物探査



～ 探査使用機器 ～
レーダ探査器（近距離対応型）

使用機器：ストラクチャスキャン（ＳＩＲ－ＥＺ)
製 造：ＧＳＳＩ社
探査対象物：コンクリート内の鉄筋・配管等
測定深度：5～400㎜(鉄筋径 6mm以上：好条件下)

深度１６０ｍｍ 金属物

電磁波(マイクロ波)をコンクリートや地中内部に向けて送信し、電気的特
性の異なる物質(鉄筋や配管、空洞)の境界面で反射し、その反射波を受信
することによりコンクリートや地中内部の状態の探査を行う「近距離対応
型レーダ探査器」と「中距離対応型レーダ探査器」があります。



レーダ探査器（中距離対応型）

使用機器：ユーティリティスキャンＤＦ（ＳＩＲ－ＥＺ)
製 造：ＧＳＳＩ社
探査対象物：地中埋設管（金属・非金属・空洞）
測定深度：0.1ｍ～1.5ｍ程度
（ 土質や環境により変わります。）

埋設配管

～ 探査使用機器 ～



鉄管・ケーブル探知器

使用機器：ＰＬ－１０００
製 造：フジテコム株式会社

～ 探査使用機器 ～

「鉄管・ケーブル探知器」による鉄管･ケーブル探知器による探査は、から、
実際に開削せずに間接的に地中状況を推定する調査方法です。送信器から
電磁波を発射もしくは直接接続し、金属配管・ケーブルに磁界が形成され、
磁界の中を埋設金属管（線）が通ってる時、電磁誘導の原理から埋設金属
管（線）に誘導電流（信号電流）が流れ、それを受信器にて信号をキャッ
チし埋設ルートを検出する。



～ 地中探査手順～
 

●探査工期、探査位置、舗床状況、施工方法、埋設管理図、報告

内容等を確認する。 

 

●受注内容をもとに現地状況を把握し、探査時の探査断面              

の位置確認、安全対策の実施方法を検討する。 

 

●調査箇所における用途ごとの埋設配管の施設管理図を調査                  

し、管種・直径・材質等を調査する。 

 

●探査範囲を含む周辺のマンホール等の内部を観察し、配管の埋

設深さ及び経路を把握する。 

 

●浅堀対応型レーダ、深堀対応型レーダ、高深度対応型レーダ、

鉄管･ケーブル探知器を用い、舗床表層部の探査データを収集し、

現地の簡易的な測量を実施する。 

 

●探査データの反射信号を解析し埋設深さを求める。 

 

●解析結果をもとに現地にペンキ等を使用してマーキング                

する。 

 

●舗床表層部撤去後、深堀対応型レーダ、高深度対応型レーダ、

鉄管･ケーブル探知器を用いて探査データを収集し、現地の簡易

的な測量を実施する。 

 ＊掘削深度が深い場合は掘削後、再度地中探査を行う。 

 

●探査データの反射信号を解析し埋設深さを求める。 

 

●解析結果をもとに現地にペンキ等を使用してマーキング                

する。 

 

●探査結果をもとに探査箇所の平面図及び断面図を作成                

する。 

 

●探査結果、マーキング、報告図面、探査データをまとめ                

報告書を作成する。 

 

打ち合わせ 

事前調査 

図面調査 

舗床表層部探査 

データ解析 

まとめ･報告書 

図面作成 

地中探査 

マーキング 

目視調査

マーキング 

 

この部分は、2 回探査の場合 1 回、3 回探査の場合 2 回となる。 

データ解析 



 

 

 

GL -3000 

 

GL –１５00 

 

 

 

浅堀対応型レーダ 管･ケーブル探知器 

 

砕石 

 

 

深堀対応型レーダ（２回目探査） 

コンクリート 

 

深堀対応型レーダ 

 
５００ 

５００ 

深堀対応型レーダ（２回目探査） 

深堀対応型レーダ（３回目探査） 

電磁波の減衰（大） 

GL –４00 

 

～ 地中探査深度～


